Ryūkyū daigaku ni okeru "Nihon fukki" he no michinori by 大浜  郁子
琉球大学における「日本復帰」への道程






































（仮称）の創立を提唱した（1947 年 8 月 11 日付『布哇タイムス』）。
2	 沖縄の施政権返還を「復帰」と表現することをめぐっては、今後の課題として、歴史的に「祖国復帰」
や「本土復帰」という言葉が用いられてきたことを検討した上で、歴史的評価を行う必要がある。本稿





















事実に即していえば、沖縄現地で降伏調印がなされたのは 1945 年 9 月 7 日である。これ
以降、1972 年 5 月 15 日の「日本復帰」に至るまでの約 27 年間、沖縄は米軍統治下に置
かれた。
















4	 代表的なものとして、目取真俊『沖縄「戦後」ゼロ年』（日本放送出版協会 、2005 年）。
5	 日本の占領は連合国軍総司令部（GHQ/SCAP）によるが、沖縄の軍政は米太平洋陸軍および極東軍の管




































6	『国立大学法人琉球大学六十年誌』（琉球大学開学 60 周年記念誌編集委員会編、2010 年）、16 頁、『琉大
風土記 開学 40 年の足跡』（沖縄タイムス社、1990 年）、7頁など参照。
7	 玉代勢法雲「ハワイにおける沖縄救済事業」（比嘉太郎編『移民は生きる』日米時報社、1974 年）。
8	 大きな節目である創立 50 周年の記念誌『琉球大学五十年史』（琉球大学開学 50 周年記念史編集専門委
員会編、2000 年）はもとより、前掲『国立大学法人琉球大学六十年誌』（18 頁）に至るまで、琉球大学
10 周年以降の 10 年毎の記念誌に特記されている。また、前掲『琉大風土記』などでも言及されている。







































































































　琉球大学は、琉球列島米国軍政府本部指令第 22 号（1949 年 10 月 19 日付）により、米
















管轄下に置かれていた。対日講和条約の発効から、8 年目の 1960 年 4 月末、「沖縄県祖
国復帰協議会」（復帰協）が発足し、「われわれ沖縄は老若男女を問わず、政党党派の違い
17	 同上、23 頁。
18	「法令編」（『琉球大学四十年』琉球大学開学 40 周年記念誌編集専門委員会編、1990 年より転載）。



















　1958 年には、琉球政府立法院によって学校教育法（立法第 3 号）が制定されたが、琉
球大学はその対象とならなかったため、沖縄の人々にとっては、「布令大学」から「民立
法による大学」への変容が念願となっていた。1959 年 2 月、当時の安里積千代立法院議
長や社大党幹部が琉球大学を訪れ、学長や評議員と懇談した。この懇談会で、琉球大学





　1965 年 8 月 25 日に、琉球政府立法院で「琉球大学設置法」（立法第 102 号）および「琉







































　最終的に 1971 年 1 月には、琉球大学の各学部教授会及び評議会の決議にもとづいた事
項を文部省に要請し、「文部省は琉球大学の要請をほぼ受け入れたことになる」24。
　1967 年からスタートした移行準備は、1971 年 4 月まで約 4年をかけた作業であった。




























































脈から」（2012 年 2 月開催）における報告内容に、若干の加筆修正を行ったものである。
　 　また、本稿の内容に関連して、「琉球大学の 「日本復帰」への道」と題し、第 17 回琉球アジ
ア文化スタッフセミナー（2012 年 6 月 22 日 於琉球大学 50 周年記念会館）にて、研究報告を
行った。
 　なお、本稿の内容に、大幅な加筆、修正、補筆をした拙稿を共同研究の成果報告書（近
刊）に掲載予定である。同稿は、本稿（旧稿になる）への加筆、修正、補筆を施した上に、部
分的に論旨の変更も行っているため、本稿（旧稿）を参考なさる方は、その点に留意され、
ぜひ新稿と合わせて参考なさるようお願いしたい。
 　共同研究会「帝国と高等教育」を主宰なさった酒井哲哉先生、国際日本文化研究センター
の松田利彦先生には報告の機会をお与えいただき、また、国際研究集会へご参加の諸先生か
ら貴重なご助言をいただいたことをここに記して、心より感謝申し上げる。
